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小村雪岱　江戸の残り香　
－清水三年坂美術館コレクションより
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―　小村雪岱について教えてください。
河内　小村雪岱は日本画家でありながら、本の挿絵、装
幀、舞台美術の監修などに携わり幅広く活躍しました。中で
も一番多い作品は、本の挿絵と装幀です。雪岱が挿絵で有
名になったのは、邦枝完二の『おせん』を主人公とした話で
した。『おせん』は浮世絵師の鈴木春信が美人画のモデルと
した実在の人物です。江戸で美人と評判の茶屋娘でした。
この『おせん』の挿絵がきっかけで雪岱は挿絵画家として
有名になりました。
―　小村雪岱の作品の特徴を教えてください。
河内　雪岱の作品の素晴らしさは線の美しさです。線描が
美しい画家の一人として小林古径が挙げられますが、古径
の線がとぎすまされた線としたら、雪岱の線はたおやかな
線といったらよいのでしょうか。この線で描かれた女性はど
ことなく匂い立つ色香を醸し出しています。
　また、雪岱の描く美人画は表情がない、と言われます。こ
れにも理由があり、雪岱は能面に関心を持っていて、光の当
たり方や面の向きで変化する様を自身の絵で表現したいと
思っていました。ただ、雪岱の描く美人画は、細やかな手足
の描写や背景でその人物の気持ちが良く伝わってきます。

　もう1つの特徴は、デザイン感覚です。雪岱は1つ1つの作
品に対して配色や人物の位置などにこだわり、今見てもお
しゃれで新しい感覚です。資生堂のデザイン部に在籍して
いたこともあり、資生堂の椿のロゴマークの原型もデザイン
しました。
―　小村雪岱はどのような人物だったのでしょうか。
河内　雪岱の人物像が分かる文献はあまりないのですが、
実際の作品を拝見すると、丹念にゆっくりと線を引いている
様子が分かります。1つ1つの仕事をしっかりとこなす、まじ
めな性格だったのではないかと思われます。また、その仕事
ぶりから多くの作家に信頼され、特に泉鏡花からの信頼が
厚く、泉鏡花作品の装幀や挿絵のほとんどを手掛けました。
―　作品をどのように鑑賞したらよいでしょうか。
河内　雪岱の作品はシンプルな構図のものが多いですが、
是非1つ1つの作品をじっくりと見てください。その作品の味
わい深さがじわじわと伝わってきます。また、清水三年坂美
術館所蔵の小村雪岱の作品が同館以外のところで公開さ
れるのは初めてです。雪岱を知っている方も、初めて知った
という方も、雪岱の魅力が分かる展覧会にしたいと思いま
すので、是非ご来館ください。お待ちしております。

佐野美術館賛助会
ミューズクラブ会報

十三夜の宴
日　時： 平成24年10月27日（土）
 17：00開場／17：30開宴
会　費： ＭＣ会員3,000円／一般5,000円
定　員： 約100名（要申込・先着順）　
会　場： 佐野美術館庭園内「隆泉苑」
 （雨天の場合は佐野美術館ロビー）
出演者： 常味裕司（ウード奏者）

《ゴールド会員》 池田裕介、遠藤マサ子、一般財団法人 静岡経済研究所、望月和雄
《正会員》 岡部理、近藤光栄、塩澤万喜子、柴田洋志子、芹澤和子、谷下昇、土屋雅夫、土井宣博、新里裕、原川貞代
 堀之内勝之

新規入会者　（敬称略、50音順） 平成24年4月1日～8月31日まで

“ウード”、あまり耳馴染みのないこの楽器が、今
年の宴の主役です。ウードは中近東の琵琶と言わ
れ、アラブ音楽を代表する撥弦楽器です。洋ナシ
型のボディに繊細な象嵌細工がほどこされ、音色
はギターや琴、三味線のような深い響きがありま
す。今回は、日本におけるウード奏者の第一人者、
常味裕司を迎え、卓越したテクニックとアラブ音
楽の魅惑的で情感豊かな旋律をお届けします。
演奏終了後は、登録有形文化財「隆泉苑」の庭園
内に、バイキング形式での温かいお食事やお酒を
ご用意します。名月の下、異国情緒あふれる一夜
をお過ごしください。

三田村鳶魚≪大衆文藝評判記≫装幀 清水三年坂美術館蔵

函

ミューズクラブ会員を募集しています。楽しい催しを企画して、皆さまをお待ちしております。
佐野美術館ミューズクラブ事務局（TEL:055-975-7278）までお問い合わせください。

ミューズクラブ
会 員 募 集

こ む ら せ っ た い

担当学芸員が語る
「小村雪岱」展の見どころ
～学芸員：河内えり子さんに聞く～

イ ベ ント 予 告下半期

常味 裕司 プロフィール
1960年、東京都出身。明治大学卒業。放送大学非常勤講師。
民族音楽センター在籍中、アラブ音楽に出会う。
スーダンのウード奏者ハムザ・エル＝ディンのもとで演奏法を学び、89年よりチュニジアへ渡り
アラブ世界を代表するウード奏者アリ・スリティに師事。
愛知万博（愛・地球博）、琵琶湖芸術祭、世田谷美術館、国立民族学博物館、奈良新薬師寺、京都
法然院、ジョン・レノンスーパーライブ（日本武道館）などでの演奏活動の他、宇崎竜童やつのだ
☆ひろといったアーティストとの共演、大使主催の晩餐会では皇太子御夫妻、秋篠宮御夫妻御前
演奏を行うなど幅広く活動している。
ＮＨＫスペシャル「新シルクロード第２部」、ＮＨＫ大河ドラマ「龍馬伝」、映画「ガマの油」（監督：
役所広司）などドラマ、映画、ラジオへ楽曲参加、「土曜スタジオパーク」などテレビ出演も多数。

つねみ   ゆうじ

じゅうさんや うたげ

ウード

はつげんがっき



バス旅行参加者の声

muse
招待席

隆泉苑

日　時： 平成24年11月23日（金・祝）
会　費： 1,000円（お茶・お菓子代込み）
定　員： 15名（先着順・要申込）　　　
会　場： 佐野美術館庭園内「隆泉苑」
講　師： 渡邉妙子（佐野美術館館長）

館蔵品特別鑑賞講座～隆泉苑編～
りゅうせんえん

イ ベ ント 予 告下半期

● “俊寛”とてもスバらしかったです。全役者さん、義太夫さん
の謡いも熱が入っていてひきこまれました。

● 生憎の天候でしたが充実した一日でした。俊寛はとても心
を動かされました。江戸東京博物館は個人ではいかないで

あろう所でした。ボランティアガイドの解説がとても興味深

かったのですが、時間が少し足りませんでした。

● 初めて参加させていただきましたが、スケジュールもあまり
タイトではなく、内容も大変満足しました。

雅心苑について

子建築計画工房（東京都文京区）、施行を木内建設沼津
支店（沼津市）が担当し現在、建設工事が行われていま
す。規模は鉄骨造り３階建て延べ452平方メートル。構
造躯体には特別仕様のオイルダンパーを採用し、地震被
害などに対する安全性に配慮しています。外壁はALCパ
ネル、その他、エレベーター１基を設置いたします。
　完成は本年11月末、続いて本館1・2階のリニューアル
工事を行うためグランドオープンは2013年の4月を予定
しております。
　上記工事のため本年12月初旬～来年3月末まで、4ヶ
月間の休館となり、皆様にはしばらくの間不自由をおか
けいたしますが、来年のグランドオープンには役・職員一
同、皆様のご来館を心よりお待ち申し上げております。

新収蔵庫建設について
　事務局長　加藤良晴

　ミューズクラブの会員の皆様におかれましては、当館
の新収蔵庫建設のために貴重な資金をご寄付いただき
誠にありがとうございました。
　すでに、ご案内のとおり佐野美術館は平成23年4月1
日に静岡県より公益財団法人として移行の認定を受け
新たな一歩をふみだしました。しかしながら、より公益性
の高い美術館運営を目指すにあたり、文化庁の指導に
基づく耐震・防災に優れた新収蔵庫の建設は、現在県内
では３館しか認められていない「公開承認施設（国宝を
扱える美術館）」という冠がついた佐野美術館にとって
長い間の懸案事項でありました。
　そのような中、皆様のおかげをもちまして、本年5月11
日に無事、地鎮祭を執り行い、建設工事を始める事が出
来ました。これもミューズクラブの会員の皆様の温かい
ご支援の賜物であると、当館役・職員一同、感謝する次
第であります。
　さて、新収蔵庫の概要ですが、設計・管理を長谷川逸

　佐野美術館の庭園内に建てられた「隆泉苑」
は、創設者である佐野隆一が昭和初期に両親
の隠居用として築造した木造邸宅です。吟味さ
れた材料と伝統技術の粋を集めた純日本建築
で、国の登録有形文化財に指定されています。
本講座では、展示室に並べられた作品ではなく、
古くから日本の家にしつらわれてきた“普段使い”

の美術品を紹介し、掛け軸や花器といった収蔵
品の実用的な飾り付け、取り合わせを学びます。

上 半 期 活 動 報 告

新年度の総会として、平成２３年度の事業報告と２４
年度の予算発表をいたしました。報告会終了後は余興
として鈴々舎馬るこさんの落語や懇親会を開きまし
た。馬るこさんは山口県出身の３２歳、二ツ目。「真田小
僧」と「まめだ」を披露してくださいました。懇親会では
杯を傾けつつ、会員同士の交流を深めました。

｢会員のつどい｣
平成24年4月29日（日・昭和の日）

今年は、台風４号が日本列島に近付く中での開催とな
りました。国立劇場では平家物語でおなじみの「俊寛 
鬼界ヶ島の場」を鑑賞し、中村橋之助の悲哀にみちた
迫真の演技を楽しみました。江戸東京博物館では日
本橋をテーマにした展覧会を見学し、昼食は築地でお
寿司をいただきました。築地場外市場なども散策し、
江戸東京の歴史と文化を満喫した一日となりました。

歌舞伎鑑賞日帰りバス旅行
平成24年6月19日（火）

①～②歌舞伎　③～⑦江戸博　⑧築地場外市場

雅心苑一番人気の「雅心だんご」

三島店

三島店限定販売、「源平川の蛍」

①

②

株式会社雅心苑 代表取締役社長 土井宣博

　私たちは、和菓子と洋菓子のお店「雅心苑」を
沼津、三島、御殿場で営業しております。
　三島市市内で以前から営業しておりましたが、
昨年の11月に縁あって佐野美術館様の西側に
移転オープンさせていただきました。以前の場
所からあまり遠くなく、三島市の中心部に近くな
ると共に、駐車場の台数も多くなりました。また、
お店も広くなり、和菓子だけでなく、ケーキなど
の洋菓子も販売できるようになりました。店内に
は喫茶コーナーがあり、お買い上げいただいた
お菓子をお召し上りいただけるようになっていま
すので、美術館の帰りにお寄りいただければと

思います。セルフサービスになりますが、コー
ヒー・紅茶は150円です。すぐ南側は三島梅花
藻の里、市民が整備されている三島梅花藻が育
つ湧水池です。喫茶コーナーから池を眺める事
も出来ます。「三島」は湧水の街ですので、この
ロケーションを店づくりやお菓子創りに生かして
いきたいと思っています。
　これからは、三島の特産品を使ったお菓子を
開発する予定もございます。あるいは佐野美術
館様と協力し、展示品に関連するようなお菓子
なども良いかもしれません。今回せっかく美術
館様とお付き合いができましたので、私たちは
お菓子という素材を使って、一緒に地元の文化
の発信地として頑張っていきたいと思っており
ます。
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